





























Ba in the Community Context















「場」の作用のあり方を論じてきた（河野, 2010, 2011, 2012）。この「場」のはたらきを扱う
関連理論では、人間を含む生命要素の集団が、何らかの統御主体からの働きかけによらず、自
律的にそうした関係性を生成する点で、自己組織性を生成原理上の特質としている2）（清水, 
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